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(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性
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(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 0 日 更 新

在宅医療・介護連携推進事業

   2 福祉の健幸 健康福祉部 坂井　晴代

   7 高齢者の自立と支援体制の充実 高齢者支援課 福岡　真季

  28 高齢者の生活支援の充実 包括支援センター班 1164

介護  11   3   7    11650
単年度のみ 単年度繰返 28

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住みなれた地域で自分らしい暮らしを続けることが出来るよう、地域包括ケアシス
テムの実現に向けて、包括的かつ継続的な在宅医療の提供や医療・介護の関係者の連携を推進するための事業である。
菊池市・合志市・大津町・菊陽町で足並みを揃えるべく、平成２８年度から菊池郡市医師会に一部業務委託し、共同で研修会等の企
画・運営、事例検討などを行ってきた。H31年度からは委託は行わず、各市町・医師会・保健所等と連携を図りながら、単独での実
施となっている。
【これまでの取組】
H28年度に4市町合同で住民啓発向けパンフレットを作成。H30年度には、スムーズな入退院調整を行うための事業所向けガイドブッ
クの作成を行い、事業所向けに説明会を開催した。また、近隣市町と保健所で市民向けの合同セミナーを実施（年1回）。
合志市独自では、年に１回、合志市在宅医療・介護連携推進会議を開催し、現場職員の現状や課題抽出のための場としている。
平成30年度からエンディングノートを作成し、市民向け終活セミナーを開催。窓口にてエンディングノートの配布を開始するととも
に、地域からの要望に対し、老人会等に出向いて配布・説明を行っている。
令和３年度からくまもとメディカルネットワークへ参加した。

菊池市・合志市・大津町・菊陽町・県北広域本部・菊池郡市医師会との協議を行いながら、事業を進めていく。専門職向け
の研修会の企画・運営・評価、圏域の課題抽出の場の設定、定期的な意見交換、住民向け啓発講演会などを実施する。

報償費、旅費、役務費、委託料

6年度事務事業の成果・実績
・窓口にくまもとメディカルネットワークのチラシを設置し周知した。
・介護保険制度説明会にてエンディングノートの周知を行った。　
・サロンで終活講座を行った。　2回　参加者：26人　
・菊池圏域で菊池圏域在宅医療・介護分野の担当者会議を行った。　1回　参加者：13人
・菊池圏域で菊池郡市介護保険連絡協議会の担当者会議を行った。　1回　参加者：8人
・合志市在宅医療・介護連携推進会議を行った。　1回　参加者：16人

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
市で在宅医療・介護連携推進会議を開催予定。介護医療関係者の生の声を聴くととも
に、当年度の地域ケア会議で抽出された医療・介護連携に関する地域課題の解決に向
けた方策を検討する。市民に対し、引き続きパンフレットを使用し周知・啓発してい
く。市民からの依頼に対しエンディングノートの出前講座を行う。
菊池市・合志市・大津町・菊陽町・県北広域本部と合同で専門職向けの研修会を開催
予定。

令和7年度より地域ケア会議を生活支援体制整備事業より本事業に
移行することによる報償費の増

在宅医療・介護連携推進に関する研修会参加者数 人

人

市で在宅医療・介護連携会議を開催し、多職種の関係者が集まり顔の見える関係のきっかけづくりができた。また、市民啓発のためのエンデ
ィングノートやパンフレットを使用し住民啓発をおこなうことで、制度を知ってもらうきっかけ作りができた。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


